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研究成果の概要（和文）：本研究では３次元的な発想を生かした数学の動画教材を作成して学生の持つスマート
デバイスで自由に見られるようにした。これらの教材は学生の関心を高め、数学に対する興味を増大させる効果
がある。
１次変換に関する一連の動画では、動画の作成に用いたプログラムも同時に公開し、学生が自らプログラミング
を行って動画の中に現れる動きを再現することができるようにした。その他にもべき関数や分数関数など、学生
が苦手とする関数のグラフを視覚的に解説する動画を多数作成した。また、２変数関数のグラフの極大極小な
ど、３次元のグラフに関する動画や、最新の映像技術であるＭＲ（混合現実観）を用いた動画を作成した。

研究成果の概要（英文）：Mobile phones are very popular for teenagers. In many cases they watch 
multimedia contents on internet such as photos and movies. Many of them are three-dimensional one, 
so I made many such movies of mathematics and let students watch them. They gladly watched movies by
 their own mobile phones. Most of them were strongly interested in mathematics. 
In 2016 I made several movies about linear transformation. 
In these movies I used short Javascript programs. The source codes are also available in the 
homepage. So students could try the programs by themselves. In 2017 I made movies about one-variable
 functions such as power functions and fractional functions. In 2018 I made movies about 
two-variable functions and explained how to calculate maximal value and minimal value of functions 
in these movies.Nowadays teenagers use smartphones not only for play but also for study. In 2018 I 
made several movies with recent technology MR(Mixed Reality), too.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　十代の若者にとって、スマートフォンは生活実需品であるが、近年、学習のために動画を視聴する高校生が急
増している。インターネット上には数学の動画が多数あるが、そのほとんどは英語の音声であり、日本語で提供
される無料のコンテンツは数学に関しては驚くほど少ない。
本研究で作成した動画は勤務校での授業で利用するだけでなく、インターネット上に公開されていて、高校生
等、これから数学を学びたい人が自由に利用できる。日本でも、数学の重要性が広く社会に認識されるようにな
りつつある。本研究が契機となり、インターネット上に投稿される数学の動画が質、量ともに諸外国並みの水準
まで増加してゆくことを望んでいる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 

 近年、十代の若者へのスマートフォンの普及は目覚ましいものがあり、学校でも休み時間にな

ると寸暇を惜しんで機器を操作している。スマートフォンはメールや写真を見たりインターネ

ットに接続したりするための機器であるが、動画を再生することもできる。 

そして、時代の変化に伴い、映画やテレビ、あるいはゲーム機でも 3D に対応したものが広く

普及してきた。そこで、３次元的な発想を生かした動画の教材を作成して学生の持つスマートデ

バイスで自由に見られるようにした。その結果、これらの教材は学生の関心を集め、数学に対す

る興味を増大させる効果があることがわかった。 

 

２. 研究の目的 

 

 本研究では高専や大学で教えられている数学の範囲で、学生がスマートデバイスを利用して

再生できる動画の教材を多数作成し、広く公開する事を目的とする。外国からの留学生が利用で

きるように英語音声のものや、最新の技術であるＭＲ（混合現実観）を用いた動画も作成して学

生が数学を学ぶ際の助けとする。 

 

 
３．研究の方法 
 

 専用のソフトウェアでコンピュータ画面を録画し、動画編集ソフトを用いて音声つきの動画

に仕上げる。学校での授業の際には一人一台のタブレット端末を用いて学生に動画を再生させ、

授業後にアンケートを実施して意見を聞き、動画の改良につとめた。タブレット端末が利用でき

ない教室ではノートパソコンとプロジェクタとスピーカーを用いて動画を再生して数学の授業

を行った。 

 年５回（うち１回の国際学会を含む）の学会発表の際に動画を収録した DVD を配布し、他の研

究者の意見を聞いて動画の改良につとめた。 

 

 

４．研究成果 

 

 平成２８年度から始まった本研究課題「スマートデバイスによる動画再生を活用する高専数

学の実践的研究」では、実際に数学の授業で使用する事を目的とした多数の動画を作成してきた。 

平成２８年度には１次変換に関する一連の動画を作成した。ここでは動画の作成に用いたプロ

グラムも同時に公開し、学生が自らプログラミングを行って動画の中に現れる動きを再現する

ことができるようにした。以下のホームページで１次変換に関する動画を公開している。 

http://www.ge.kochi-ct.ac.jp/~ktakagi/ 

 

次ページにこのホームページの最初のページと動画の一画面を示す。 



 

 

 

 

  



平成２９年度には、べき関数や分数関数など、学生が苦手とする関数のグラフを視覚的に解説

する動画を作成してタブレット端末を用いた授業で学生に視聴させた。 

 

 

 

 

 

 

  

  



平成３０年度には、２変数関数のグラフの極大極小など、３次元的な発想を生かした動画の教

材を作成した。研究計画を立てた平成２７年から３年が経過する間に情報通信関連の技術が進

歩し、それに伴って社会も変化している。今や高校生がスマートフォンを使って動画を見ながら

勉強する事は珍しい事ではなくなった。また家電量販店ではＶＲ（仮想現実観）を用いたゲーム

機の端末が多数販売されており、ＶＲの教育への利用も始まっている。 

 そこで平成３０年度にはＭＲ（混合現実観）を用いた動画もいくつか作成した。ＭＲはＶＲを

更に進化させたもので、今後はＶＲと共に広く社会に普及してゆく事が予想されている技術で

ある。この研究内容は国際学会 ICETC(10th International Conference on Education Technology 

and Computers)で発表し、best presentation award を受賞した。 
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